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今慕は、いろんなイベントがたくさんあり、楽しく、多くの人たちの笑菌に包まれました。

常任評議会 ¦ ¦

「まちづ くり」の 転 換 期

議 長 神 木 良 文

現 在 、宝 塚 市 では 、平 成 23年 度 か ら始 まる第 う次 宝 塚 市

総 合 計 画 作 成 に 向 けて横 討 市 民 会 議 並 び に 宝 塚 市 行 政

財 政 改 革 推 進 委 員 会 が 進 め らています ‘• その 讓 論 の 中で

ようやく① 「都 市 経 営 」② 「新 しい公 共 J③ 「地 域 自治 Jとい

うん葉 が 使 わ れ るようにな りました ”それ だ け 、社 会 情 勢

が 大 きく変 化 してい るとい うことだと思 い ます 。• 上 祀 の ①

②③ の 主 休 は市 民であ り, 市 民 が それ ぞれ の 項 目に関

心 を侍 ち、令 まで の 「行 政 依 存 型 ［か ら¦ 市 民 主 譚 の 志ち

づ くリ」が 束 め られ つっ あ るということです 。今 後 の 「まちづ

くり協 議 会 」の あ り方 も大 きな 転 換 期 に入 ったと言 え・るで し

よう”先 ず は 地 域 カ の 中心 となる管 理 紐 含 を含 む 自治 会

の 細 織 的 活 動 を育 む 仕 組 み 、地 域 合意 をまとめ るため の

ブロック制 の 検 討 を急 ぐべきで しょう。

「子 繰 を通 じての まちづ くり」

副会長 八野 京 則

私 は 40 歳代の現役会社 員です。仕事に追わ れる毎 日で子音

て、近所待 き合 いは家内にまかせっきり堂した“ですがこんな私

が縁あって 2004 年に育友会 長に就可,-• そこで初めて子 育て、地

性活勤在知り、子どもたちの学 校 生活をたくさんの方 なが艮えて

いただいていることに 日毎、腰 動 と感 謝の 気持ちが生まれ まし

た“それに子 どもぎ中心 にした活 動には多世代間交酒の 場が で

題ていることにも気付きまし加 私 はこの! 干縁日を通じて住民の

コミュニ丁イが 広がれ ばと考えるようになり、会 房任期後¢>平成

17 年座に［‘一小つ子遊 ぼう会』を仕覆者有志と立ち上げ、迎ほ う

金代表上L て当時のまちづくり計画策定 委員会に参加し、まち協

没員として活動 の場をいただきました」

まっなく地域 に無 関心だった私 自身が『子縁』を通して闇心を

持ち、暖かい人たちとの 出会いが地域への緩しみとなり、このま

ちが 大 好きだという町章 へ と発展しまL 左, まち協ではそんなき

っかけづくりの活動、役割をしていぎたいと思っています.

本 部役 嵐

宝塚第一小学校区まちづくり協議会広報紙

戻から初秋。歩うづ< “協議会加らの志知らせ •
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みんなの宝もの , !-!

塩 尾 寺 (え ん べ い じ) : 伊 子志 字 武 庫 山 756

聖 徳太 子 が凸 天 王 寺を建 立 され 念 仏 二昧 に人 られ

た とき、はるか武 庫 山の 上 にW > 観 音 •勢 至 の 三

尊 が曝 臨され るのを感 得され 、七つの 寺 々 を建 立 さ

れ 観 音菩薩像 を安置されたといいます。武 庫の 七寺

の 伝 承 で 、塩 尾 寺 には 十 一面 観 音 菩 薩 がまつ られ

ました。その 昔 、大柳 の 下か ら塩 辛い慮水 がわ き出

し、これ が 宝 塚 温 泉 の 根 源 と言 い伝 え られ てい ま

す “途中 、宝塚 市街地 の眺 星が 見 える素 晴 らしいス

ボットがあります。

新型インフルエンザにご注意 !

新 型 インフル エンザ の 感 染 拡 大 による被 害 を最 小 限 度 にす

るため に は 、通 切 な予 防 策 を 日頃 か ら成 ザ紐 む ことが もー:> とも

大切 です 。その ため 、次 の 予防 法 安実 行 しま しょう。

・外 出 疾 は 手 洗 い 、うか い を必ず しましょう

• バ ランスの よい 栄 養 と+ 分 な体 養 を取 り、性 力 や 遊杭 力を荷

め ましょう

•外 出 の 際 は 、できるだ けマスウを清 用 しましょう

•蟻 ・くしE >の 障 は テ f ッシュペー バ ー などで 口と鼻 を押 さえ ,

他 の 人 か ら麒 を千む けて2 メー トル 以 上 雄 れ ましょう

選 か 展 などを含 ん だティッシュベー パ ー は . す ぐにゴM霜 くフ

州 きg ましい ) に 捨 て、その 後 は 手 をよく洗 い ましょう

ま た 、物 流 に 博 皆 か 出 ることも予 想 され ます の で 、2 鍔 間 分

の 食 耕 品 や 生 活 必 需 品 等 . * の 人 数 分 偉 蓄 してお きましょ

う”車 要 か つ 緊 急 事 項 につ いて は 、南ホー ム ペー ジ及 び 安心 メ

ー ル でお 伝 え しま す の で 、崖 帯 電 話 での 安 心 メー ル 登 録 ぎ

め w  ・ 』 詳 しくは 、9 月 15 日発 行 の 広 報 たか らづ か 臨

時 号 をご覧 くだ さI L 宝 塚 市 役 所 安 全 安 心 理

¦ 第 1 回文化祭 ! ヽ

策 ! 回 み ん な い っしょ( ー 小 ) 文 化 祭

宝 塚 第 一 小 学 校 区 まちづくり協 議 会 では 、

今 年 初 め て文 化 奈 を開催 。秋 の 文 化 祭 にぜ ひ 、

ご参 加 くだ さい 。 出 3I者 • 集 中 (

日時 I 11 月 28 日 (土 ) 13 時 ～16 時

場 所 : 宝 塚 第 一小 学 校 体 育館

内 容 :コーラス 、楽器 演 奏 、ダ ンス、演 劇 など

問 い合 わ せ 先 : 西林

¦ 秋のイベント ！

• 野 上 児 童 館 祭 り

11 月 14 日 «土 ) 13 時 ～ 旭 時 野 上 児 童 館

• 宝 塚 音 楽 回 廊

11 月 14 日 ( 土 ｝12 時 30 分 ～ 20 時

宝 塚 、宝 塚 南 口 、清 荒 神 駅 周 辺 各 16 会 場

• だ ん ご 汁 会

11 月 28 日 ( 土 ) 11 時 ～ 宝 塚 第 一 小 学 校

【お健 びと訂 正 再  成 す】年s 月 に発 行 いとしました ］宝塚 第 ・ 心学 校 区 マップ」中 、做 笑ズボットのご餐 弁 或 武匝 山の 森 侑 掲 載いた しました が 、

歩務局 嵐 「ひょうご県 武施 山の 森 づ⑶ の 斜 でした,, 朋 係 汚の 皆搦 二は ご迷 惑 をお かけ して 申し訳 ありません でした“ここに3 ］止し、おわ び 卒

申 し上 げます。 安 全 部 会 か わ ら版作 裂委 員会

宝 塚 第 一 小 学 校 区 まちづ くり協 議 会 問 い 合 わ せ 窓 口 : 宝 塚 市 宝 梅 ! 丁 目 12- 43

一 小 宝 梅 ハ ウ ス 0 7 9 フー 5 7  ̶9 0 6 0 ( 電 話 受 付 時 間 午 前 10 時 ～ 午 後 12 時 )



部会安全部会

★ 平 成 2 2年 1月 19 日 の 「含 同防 災 訓 練 」に 向 け ての

勉 強 会 を実 施 い 市 役 所,水 政 課 ・安 全 安 心 課 に より2 村間

に渡 り、地 域 の 防 災 につ い て学 ぶ …

★ ー 小 育 友 会 と協 働 にて「閏 ロアー バ ンライフ前 交 羞 点 ¦

に おいて、歩 行 者 や 自転 車 • 自動 車 運 転 者 へ の 注 意 喰 起

の ため に 「足型 の ペ イント」を梱 す

…この ように私 たち の活 動 は 地 苗 です が 、い ろあ な ボラ

ンティアの 団 体 の 方 との 協 相

作 業 在福 じて 、 繫 が りを持 ち 、その 箱 を広 げ て 行 春たい

と者 えて います …

* 10 ^ 2? 日開 催 予 定 の 、一 半 3 年生 対 象 の 「自 丘 車 妙

室 」の 淮 攝 申 ! ,布 役 所 ,交 通 安 全 嫌 ・宝 塚 警 察 署 ・安

全 協 会 ・ー 小 育 友会 などと協 働 にて開催 …

福祉部強 ¦ 1

• ら好 以 枷

地 域 福 祉 ネ ットワー ク会 曲

11 月 3D 日 ( 月) 13:30～中 央 公 民 ¢t 401 号室

～ ちょっとした 時 に 、相 被 できる人 が い た ら、相 談 で きる

増 が あったら～

安 心 して 暮 らせ る地 域 ・ネ ットワ ー クを一目招 して活 動 し

て い ます が 、今 回 は 身 近 に 相 談 できる場 づ くりに つ い て

話 し合 ってい きます " ボ ランテ ィア 入材 登 録 人 と人 とをつ

な ぐ支 援 を進 め てい ま す 、 皆 様 の ご協 力を お待 ちしてい

ます 。ボランティア (個 人 ・グ ル ーブ ) 登 錄 の 申 し込み は

福 祉 部 会まで

窩 捷 瑞 子

大野 点 子

子 育て部 会の 取 由 也み か ら地 城 の 皆 さん へ お願 い

〇 地 域 での 「あい さつ 【一 声 ) 後 動 」の 推 進

地 域 での 子 育て • • …地 域 の 人 が 子 どもを見守 り, 皆 てる

地域 での 組 看 て• • • ・子 奇 て申 の 親 子 の 判 立 化 防 止

これ らの 目的 を達 成 する 第 一 歩 〔入 り口 ｝が 地 域 での あい

I さつ です nあい さつ は 師 見知 りになるきっか けです ’

O 野 上 児 童 誼 との連 推 、掬 カ

出 前 児 童 館 でのボランティア

詳 しく依 野 上 児 童 館 へ 7 6 - 4 5 0 1

〇 ー 小 う子 遊 ほ う会 のお手 伝 い

放 課 後子 どもたちと遊 んだり触 れ合 う事 により地域 の

子 育 てにこ’参 加 ください.

環 境 部 吸 . 」¦
・一 ’̶ ‘ 一 " -

・第 ん 小 学 校 校 庭 清 掃

9 月 2 6 日( 土 ) 9 時 半 ～ 1 1時 半 、卷 加 者 : 1 9 名

花 壇 っ くりグ ル ー プ 、まち協 有 志 の 方 なの ご協 力 に

よって休 育 館 とプ ー ル の 周 辺 の 草 刈 、草 引 き、ミゾ

清 掃 、落 葉 掃 き等 を実 施 。運 動 会 を 前 にす っきりき

れ いにな り末L た や ご協 力あ りが とうござ いました。

1 12 月に ］お 正 月 用 寄 せ 補 え」の 講 習 会 を干 定 中 !



朝 夕 秋 冷 え 在 覚 え 、快 適 な

日 々 に な り'ました 。地 域 交 流 部,

会 は 夏 も灯 籍 流 し、夏 まつ りと

賑 や か で 楽 しい い 行 事 に忙 しく

過 ごしました 。8 月 20 日、

2 1 日、サ マー スクー ル を開 催 .

多 くの 子 ど もた ち と一 緒 に さま

" ざ ま な 作 品 をつ くりま した 、。ま

た州 ¢) さんぼみ ちが 1 2 月 7 9 日

( 土 ) 開 催 します, 昨 年 より湯 木

台 広 場 、 花 のみ ちを通 る一 周 す

る コースになりました“お手 伝 い

していただける方 を募 集 していま

す『 ー 小 宝 構 ハウスにご一 報 を,

下 野

広報・員会

広報委員会では、各部会 員を対象’に

ブログの講習会を実推しました“

宝塚第一小学校区まちづくり

検索 でもブログの アクセスがでぎま

す せ ひ各部色の活 動をご置いただ

き、校区 内 の住 民であれ ばどなたで

も移 加いただけます。ぜひ一 小 宝梅

ハウスへお問い合わ せください。

ー小妥 !• ハ ウス »

地域の皆様方の活動の 塀所とし

く、また集 会 や楽L いサ ロン・趣

昧の会、サークル活動など の場
* I

所としてご利用 下さい。現在 は「ふ

れあいひ明 るい囲甚サ ロン」!・詰

吟教室」「お琴と三味線のお陪古 ¦

サ ロン」「ご 高齢の方 々に、お茶を

づ 」 t
飲みながらのふれあいサロ ン」

「育児サークルでママ友さ作 りに来

ませんがJ などを閑いていますn

斬規スタート応 損します. 傷H
t I I

§土 日祝也 朝 10 時 ～昼 12 時は係

百がおります“ぜひお気蛭にお立 I

ち寄り下さい, お 待ちしています.

電話 0 7 9 7  ̶5 7̶ 9 0 6 0

取り組舞爭例 r私たちのまちは私たちで守瓦

中眼園 自治 会では、平成 伯 年 伐 月にボランティア有志を募集して「中州園 を守る会 ・¦を能成 し、

まちづくり防犯 ヴん～ブの県知事 登強をしました“ 主な活動 は、 防犯活動 (わんわんバトロール 、

防犯パトロー ル) ②お助 けラン活動 ③ 高齢 者・の 見守り活動{ ふれあい食事会) です“

現在 、3 1名の会員が協 力しながら中州園地域のため に活動しています,

この 内、わんわんパトロールは 2 誼 <犬9 、描 1)で毎 日, 防犯の緑 や骨 型の リ ド栗をつけて会う人

細 ーあいさつ活動を、防 犯バトロールは敏 名ずつの斑を揉成して、隔 日毎 に年間 160 日. 実施 しています。

これ は増え疏 ける空き里などの街韻犯罪 の抑止 力として非常に有効と思われます。

お陰様で坦 罪被 容はずうーとゼロを継統していますし、地域内の韓も広が りました"

さて、̶ 小校区では2 5の 自治会のうち12 の 自治会がまちづくり防犯グルーブの会 揉をして活 動 しています。まちづ3 朋 犯グル

ープの登録 は今 でもできますので、グループの立ち上 げについては一宝塚市 都市安 全都 安全安心^ (TEL 77 - " 2〇7B}€L <は

阪神北界 民局県 民宝 県民協働課 【TEL8 3 • 3 136 j までお問 い合わ せ ください』年度毎 に、少ない県予算から若 干ですが 防 犯

用品などの補 助が期待 できますよ !


